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滋賀県土木交通部建築課

地下連絡通路

　 凡 例

　解体建物を示す。

　工事敷地範囲を示す。
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工 事 概 要

工事名称 旧体育文化館・別館その他解体工事

工事場所

工事概要 1.

2.

3.

5.

4.

6.

7.

8.

旧体育文化館（RC造2階建て）を解体撤去する。

第２別館空調機械室（鉄骨造平屋建て）を解体撤去する。

上記工事に伴う、機械設備の一切を撤去する。

上記工事に伴う、電気設備の一切を撤去する。

別館（RC造地下1階地上3階建て）を解体撤去する。（1階浴室天井裏アスベスト（レベル1）撤去工事を含む。）

第２別館（RC造3階建て）を解体撤去する。（煙道アスベスト（レベル2）撤去工事を含む。）

敷地内構造物・植栽等を解体撤去する。ただし、大津市保存樹木は残すこと。

県庁本館との地下連絡通路をエアモルタル充填材工法にて閉鎖する。ただし、別館敷地内は解体撤去する。

一般事項 1.

2.

3.

本工事は、解体工事のため事前に充分な現場調査を行い施工のこと。

残置建物及び設備等に傷を付けないように注意し、万一破損した場合は速やかに原形復旧のこと。

本工事に伴う関係法令，法規による手続きが必要な場合は速やかに行い、その費用も本工事に含むものとする。

5.

4.

工事範囲内及び資材搬出入経路は養生を行うこと。

安全対策については現場の状況に応じ適切な方法を構じること。

特記事項 1.

2.

3.

4.

6.

解体工事に伴う騒音・振動・粉塵が出る作業及び搬入搬出作業,断水,停電が生じる工事は原則、土・日・祝日は行わない。

地下排水ポンプは、工事中も仮設にて稼働すること。

本工事に伴う外部足場及び内部足場・矢板は本工事とする。

機器搬入・搬出作業はクレーン車及び運搬車両配置周囲をバリケード等で仮囲いを行い、安全に配慮して作業を行うこと。

5.　工事車両等の道路への退出に際しては、タイヤ洗浄員を配置し、道路汚染無いようにすること。

撤去工事において不要となる配管及びダクトの支持金物,吊りボルト等は本工事にて撤去する。7.

内部残置の家具・備品類は、本工事にて撤去処分とする。

大津市京町三丁目226

家屋調査対象建物

　家屋調査対象建物を示す。

また、道路を汚した場合は、速やかに洗浄すること。(タイヤ洗浄員のべ360人程度)

また車両の出入箇所についても交通誘導員を配置し、歩行者及び一般車両への安全対策を充分に行うこと。(交通誘導員のべ420人程度）
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コンクリート舗装

　 凡 例

　解体建物を示す。

　　特記事項

・外周道路面より下部の擁壁および大津市保存樹木は残し、その他の工作物樹木は撤去。
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敷地内は、埋め戻し整地の上、再生砕石敷きとする。

地盤改良範囲を示す。現状地盤ﾖﾘ -3m～-4m附近（浄化槽撤去跡）
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湧水ポンプ警報盤参考姿図

鋼板製扉鍵付

注記：寸法は参考値を示す

・何らかの事故で、水面がＥ４に達すると水槽の満水警報及び回転灯が作動します。
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●動作（異常満水警報を兼ねた警報制御）
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露出配管（指定色塗装）
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露出配管（指定色塗装）

露出配管（指定色塗装）

露出配管（指定色塗装）
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２）はつりはダイヤモンド穿孔とし、施工に先立ち、鉄筋探査機で調査した上で

はつり補修、貫通、復旧（本工事）ヶ所を示す。

１）はつり工事等おいては、事前に施設側と協議を行い確認、承諾の上、工事を行う事。

ＬＥＤ回転灯　黄色　φ82

壁面取付ブラケット金具共

湧水ポンプP AC100V0.4KW

LF2
電極保持器 LF2

湧水ポンプ警報盤、鋼板製屋内露出型

　　はつり工事をする事。

３）凡例

PL

凡　　　例

名　　称記　号

本工事AC100V3.3W

PES-100A-Y(ﾊﾟﾄﾗｲﾄ同等品)

機械設備工事

本工事

本工事

新設

KD－1

4

備　　考

PL

特記事項（既設改修）

工 事 名 称 図 面 名 称 縮  尺 年 月 日 図 面 番 号

製 図 検 図 承 認旧体育文化館・別館その他解体設計工事滋賀県土木交通部建築課平成30年12月　日 大輪建設株式会社
電気設備工事

電灯コンセント設備図　地下道、１階平面図

1/100

竣 工 図

５



ＳＣＡＬＥ　＝　１：５０改修地下道　断面詳細図

集水ピット
スロープ

地下道

既設側溝

スロープ

地下道

PS

既存地下道存置既存地下道存知閉塞

既存地下道解体 既存地下道存置

既設CB造2重壁撤去

エアモルタル充填

250 100125

50

25
0

20
0

2,600

200

300

250

300

125100

15
0

53
0

25
0

2,
55

0

3,
58

0

60
15

0

25
0

10
0

40
0

30

CV-50(10K)

調査による（大輪建設より報告）

VPVP

SGP-B

V
P

V
P

VP

5
0

5
0

5065

2

１

PW

65

はつり補修

コーキング

65

▽集水ﾋﾟｯﾄﾎﾟﾝﾌﾟ24ｈ停止時水位

はつり補修

SGP-B65

屋外露出配管

65
SG
P-
B

屋
外
露
出
配
管

PW

１

地下道屋内露出配管

65 VP

50

50

　はつり工事をする事。

特記事項（既設改修）

５）はつりはダイヤモンド穿孔とし、施工に先立ち、鉄筋探査機で調査した上で

３）はつり工事等おいては、事前に施設側と協議を行い確認、承諾の上、工事を行う事。

２）図中既設配管の位置、サイズ等については、十分現場確認を行った上で施工する事。

４）改修、切り離し、切り替え工事は施設の運営に支障なき様に施工の事。

１）図中の実線部分は、今回改修に伴う新設部分を示し、破線は既設を示す。

PW

2

ポンプ廻り

GV-50(5K)

１

AS

既
設
側
溝

屋外露出配管

RC

既設雨樋盛り替え

既設

屋根に放流

100 SGP-B

100(SUS)

雨樋

既設側溝へ放流

工 事 名 称 図 面 名 称 縮  尺 年 月 日 図 面 番 号

製 図 検 図 承 認旧体育文化館・別館その他解体設計工事滋賀県土木交通部建築課平成30年12月　日 大輪建設株式会社
機械設備工事

排水設備図　地下道、１階平面図

1/100

仕　　様

10050φ

図面記号

ＰＷ―１

名　　称

機器リスト

設置場所：地下道

WUP3-506-0.4SLNG１φ１００Ｖ０．４ＫＷ　x　２ １

数量電気容量

７

参考品番：川本ポンプ

備　　考

樹脂製雑排水渦流水中ポンプ型（自動交互並列運転内蔵タイプ）フロートスイッチ型

自動交互並列運転内蔵タイプ、フロートスイッチ、ケーブル共、付属品１式

／ｍｉｎ 揚程ｍｍ 水量

湧水ポンプ 型式

口径 ｍＡｑ

竣 工 図

６


